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はじめに

住宅の工業化が進み、空間構成部材から設備機器ま

で、高まるユーザーのニーズに対応して住宅部品はま

すます多様化し進化し続けている。利便性、安全性、

快適性はもちろん、健康、バリアフリー、省エネル

ギー、サステイナビリティー、セキュリティー、

ファッション性と住宅や住宅部品に求める性能も高ま

るばかりだ。一方、住宅に対するニーズはそこに住む

家族のかたちや住まい方、そして住まいのかたちと切

り離せない。都市化が進み、わが国においても集合住

宅居住がごく一般的になってきた。近年は、都市の利

便性や職住近接を求めて高齢者世帯や共働き世帯の都

心回帰の傾向がみられる。しかし、どうも私たちは本

来の集合居住の価値と作法をまだ身につけていないよ

うに思える。従って、現在の住宅および住宅部品は、

集合住宅か戸建て住宅かに係わらず、また家族の規模

や生活スタイルに係わらず、基本的には１世帯自己完

結型生活に対応したもののみになっているのではない

か。生活の個人化が進む社会のなかで、人も物も自己

完結型住戸という箱から開放し、集まって住むことの

価値を享受できる集合居住のための住宅計画、それに

対応した住宅部品の開発が期待される。

「住宅部品業界への要望」という課題をいただいた

が、ここでは、スウェーデンでの集合住宅の居住経験

とコレクティブハウジングの研究・実践活動をとおし

て集合居住の価値を創出し享受する住まい方と集合住

宅計画について述べることによって、住宅と住宅部品

開発のあらたな領域を示唆することを目的とする。

ストックホルムにおける集合住宅体験

もう 年近く前になるが、１年間のストックホルム

暮らしを経験した。１年のうち最初の３ヶ月は、

年代の３階建てレンガタイル張りの公共賃貸住宅で、

暖房・給湯システム以外は近代化改修がされていない

２居室住戸（約 ）を借りた。夏２ヶ月は築 年の

旧紡績工場を改造した彫刻家のアトリエ住居に、そし

て残り７ヶ月は 年代に建設された居住権所有（

）の集合住宅で２居室住戸（約 ）に住んだ。その

後、 年から 年ほどはコレクティブハウジングの

継続研究のため、毎年、夏の２、３週間をストックホ

ルムで過ごすことになり、 年代はじめに都心の国鉄

用地再開発で建設された事業型住宅協同組合による

住宅の３居室住戸（約 ）を定宿とした。最新

のスタンダードのキッチンユニット、オール電化、

時間換気、外断熱３重ガラスのサッシュ、広いバルコ

ニー、そしてオートロック、バリアフリーなど、最新

仕様のアパートメントである。ここで住戸のＮ居室と

いう呼び方は、キッチン、バスルームの他に居室がＮ

室あることを示している。また、キッチンは一般的に

食事スペースも含むので、日本的には２ 、３ と

思えばよい。ただしＮ居室のうち１室は居間であり

年以来、公的融資の対象となる住宅は居間として

の最小居室面積や推奨面積、寝室としての最小居室面

積に関する規定が設けられてきた。キッチン、バス

ルーム、衣装収納の最小面積も同様である。

建築年代の異なる３タイプの集合住宅の居住経験を

とおして、 年代には西ヨーロッパの先進諸国と比

較しかなり低水準であった住宅事情が、戦後 年か

ら 年の間に整備された今日につながる住宅政策によ

り、現在ではヨーロッパの中で最も高い居住水準を誇

る国の一つとなったプロセスを身をもって体験したこ

とになる。

年代の居住運動に始まり 年代以降、

住宅や公共住宅の一メニューともなってきたコレク

ティブハウジングの研究はじめ、この実際の居住体験

をとおして、都市における集合居住の作法が住居計画

研究、住宅設計、供給・運営、住まい手、それぞれの

立場に共有され、評価・改善、新たな試みが積み重ね

られてきたことが理解できた。

集合居住に対応した住宅計画と
住宅部品の開発を
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集合居住の住宅計画と暮らしの作法

ストックホルムで体験した集合居住の作法とは何

か？

協同居住を目的にしたコレクティブハウジングは勿

論であるが、一般の集合住宅でも集合することにより

可能な、あるいは必要になってくるコモン空間の位置

づけと装備、それらを享受する暮らしである。

ヨーロッパの集合住宅では、洗濯・乾燥設備の整っ

た共用のランドリーがあることは一般的である。古く

は技術上の制約や経済性も共同化の要因であったかも

知れない。 年代の集合住宅では隣棟の半地下に広

い洗濯室があり、かつて使っていた 厚一畳ほどの

石盤が乗った大型プレッサーが置いてあり驚いた。ま

た１住戸ぐらいの広さの乾燥室が現在も機能してい

る。新しい集合住宅ではランドリーは明るい窓のある

地上階にあり、大型の洗濯機、乾燥機が住棟規模にも

よるがそれぞれ数台と毛布やカーペットなども乾せる

大型乾燥ボックス、マンゲルという電動のシーツプ

レッサーなどが装備されている。一般的に管理会社に

よって維持管理されているが、居住者はランドリーの

鍵を持っており無料で使用できる。まとめ洗いをする

ことになるが使い慣れると、無くてはならないものに

なる。各住戸で家庭用洗濯・乾燥機を持ちそのための

スペースとエネルギーを個々に消費するのに比べ、共

用のランドリーは住棟全体でみると明らかに合理的、

経済的であるに違いない。また、共用のスペースや設

備を日常的に使いあうことでルールを大切にしたり気

配りをしたり自然と住コミュニティの一員であること

を意識するようになる。

その他、公共住宅でも 住宅でも集合住宅には

必ず各住戸用の集合トランクルームがある。生活スタ

イルの違いもあるが、概して住戸内に物があふれてい

ない。 住宅では共用のサウナやサロンなどがあ

り組合員である居住者にとって負荷価値となってい

る。特殊なコモンスペースとしては、地下に核シェル

ターがあるのはお国柄である。

協同居住を目的にしたコレクティブハウスはさらに

コモンスペースが充実し、集合居住のメリットを最大

限に生かした住宅タイプといえる。一般的に各住戸ス

ペースを基準から ～ ％縮小し、コモンスペースの

面積を生みだすのだが、コレクティブハウジングは自

立と連帯のある協同居住に価値を置く居住者たちが選

択し、自ら維持運営をする集合居住のかたちである。

公共住宅でも 住宅でもコレクティブハウスの申

請により住戸規模の最低基準を縮小することが認めら

れる。コモンスペースの内容や規模は世帯数や立地、

居住者の協同居住への期待等によりプロジェクトごと

に特徴があるが、多目的に使える大きな食堂や居間、

木工や織物、陶芸、楽器演奏のための部屋やゲスト

ルーム、キッズルーム、サウナ、ライブラリー等、が

よく見られる。コレクティブハウスのランドリーは大

概庭に面し、忙しい住人たちの息抜きの場であり出会

いの場となっている。

そして、コレクティブハウジングの核といわれる、

コモンミール（ウィークデーの夕食運営の共同化）の舞

台となるコモンキッチンは空間、設備ともにもっとも

感動するところである。コモンキッチン用に開発され

たシンクや数種類のヒーター、フライヤー、高さが調

整できる調理台等が組み込まれたアイランド形の装置

は、プロ仕様の調理器具を組み込みつつアットホーム

で数人での調理がワクワクするデザインである。また

大量に焼いたり煮たり蒸したりできるコンビオーブン

も必需品である。豊かな共用室や設備、共用庭をそれ

ぞれの日常の生活領域の一部として使い合い、自分た

ちで維持管理することにより経済性や合理性を超えて

人も空間も相互に育ちあい、個人生活に新しい可能性

が生まれ、安心と楽しみ、そしてエコロジカルな住コ

ミュニティを形成している。「個人の生活はシンプル

に、社会的生活は豊かに」がコレクティブハウジングを

選択する人たちの価値観である。

一方、住戸の装備はというと、一口にいうと非常に

シンプルでかつ住居としての基本性能レベルがとても

高いということである。まずキッチンであるが、新し

い定宿にしていた３居室住戸の場合、 の広さは

程度。シンク、オーブン、レンジ、レンジフード

がビルトインされた上部戸棚付きＬ型の調理台部分と

大型冷凍・冷蔵庫、収納キャビネットで１壁面が構成

されているコの字型のキッチンシステムが備え付けら

れている。ごくスタンダードの装備であるというが、

住宅部品はモデュールが統一されているので異なる

メーカーでも食洗機や電子レンジの組み込みでもシス

テムの組み換えでも可能という。コレクティブハウス

の場合は主にキッチンと居間の面積が縮小されるの

で、多少コンパクトになるがキッチンシステムの仕様

は基本的に同じである。収納は３居室住戸では の

衣装収納が最低基準とされており、ウォークインク

ローゼットの場合が多いが、可動の × キャ

ビネットが７連以上という形で装備されているケース

もある。地下の集合倉庫とあわせて１住戸たり７ の

収納が基準といわれている。住戸内は 時間換気され

ており、暖房・給湯熱源は地域の供給システムで必要

最小限の端末のみが住戸内にある。また、ガラス窓は

大きな開口部でもブラインド組み込みが標準仕様のひ

とつである。冬の室内温度設定は ℃から ℃程度と

低めであるが、住棟のエントランスから階段室、室内

のトイレやバスルームに至るまでほとんど温度差がな
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いので住棟内の動作にストレスを感じずきわめて快適

である。

さて、このような集合住宅での暮らしがイメージで

きただろうか。気候も文化も異なる北欧の話ではある

が、暮らしを支える質の高い機能・性能が備わった集

合住宅の住戸内は概してシンプルで、居住者それぞれ

の個性的な好みやライフスタイルをかもし出してい

る。木の素材を活かした北欧家具は美しい。またス

ウェーデンは ショップの大手イケアの本場であ

り、 で自分好みのインテリアを楽しむ人が多い。

バルコニーや窓辺は暮らしの外部への発信場所でもあ

り、共用のランドリーや集合倉庫は単に便利さだけで

はなく、住棟内での生活行動と意識の領域を広げコ

ミュニティセンスを生み出す存在となっているように

思われる。

都市的環境の中でコレクティブハウジングは、特に

小さな子どもがいる共働きや片親世帯、社会的関心の

高い中高年の単身や夫婦のみの世帯に支持されてい

る。生活者による居住運動としての側面があるが、

年代以降には公共住宅の１メニューとしても取り

くまれるようになった。子ども天国のコレクティブハウ

ス、熟年のコレクティブハウス、エコロジーをテーマに

したコレクティブハウスなど、新築だけでなく既存ス

トックのリノベーションでも、暮らしの価値を共有する

居住者の参画と協働により多様な取り組みがある。

集合居住に対応した住宅計画と住宅部
品の開発を

若年層から高齢層まで、単独世帯や夫婦だけの世帯

が増加し、情報化の進展や生活支援サービス産業の発

達もあいまって生活の個人化が進んでいる。阪神淡路

大震災や中越地震など、近年の大きな自然災害ごとに

避難や生活再建、まちの復興にコミュニティの力の重

要性が指摘される。また防犯や子どもの安全、環境問

題等、地域の日常的な住環境問題に対する住民による

取り組みがメディア等でクローズアップされる一方、

住まいはますます閉鎖的になり、人気のない家やまち

をセキュリティーシステムで防備する傾向も進んでい

る。

このような社会的背景のなかで、わが国でも近年、

住まい方や住まいづくりにおいて、個人の自立した自

由な生活を享受しつつ、より安心・安全で可能性に満

ちたものにするために、住まいやまちづくりの新しい

取り組みが注目されるようになった。個人や小さな世

帯で閉じられた自立自助あるいはさまざまな生活支援

サービスへの依存に対して、生活者自らの意思と選択

で集合的な取り組みをすることにより、より合理的で

納得のできる、そして精神的にもリラックスできる自

立共助の暮らしの価値に対する認識の高まりといえ

る。 年には、東京にも北欧型の本格的なコレク

ティブハウスが実現した。多世代、多様な世帯で構成

される 世帯の居住者は試行錯誤ながらも１週間３回

の夕食の協同運営を核として、豊かなコモンスペース

や設備をそれぞれの生活領域として享受し、そこでの

暮らしの価値を見せてくれている。

しかし、住宅設計とコミュニティデザインを統括す

る手法の難しさは勿論であるが、それだけでなく現在

の関連法規や事業システムの中でこのような集合住宅

を成立させるには、まだまだバリアーが大きい。プラ

イベートとパブリックの間、個人使用でもなく営業用

でもなくコモン利用の空間や設備類の機能や維持管理

の仕様およびデザイン、など中間領域を成り立たせる

ハード・ソフトの要素を私たちはまだ手に入れていな

い。

質の高いシンプルな住戸と個人の暮らしの領域と可

能性を広げる豊かなコモン空間を組み込んだ、集合居

住の住宅計画と住宅部品の開発が求められている。


